
はじめに

本稿は，徳島県立博物館（以下，「当館」と記す）が

所蔵する阿波藍関係文書，具体的には「藍方御取行之大

綱」を紹介・翻刻するものである．ただし，上記の古文

書はすでに研究者の間で知られており，研究論文におい

てもしばしば使用されている．その理由は，藩政改革の

一環として行われた明和の藍方仕法の内容を，端的に把

握することができるためである．また，古文書の翻刻が，

徳島県編（1916 : 1867－1873）や三木與吉郎編（1974 : 245－

249）に掲載され，研究者への便宜が図られた点も特筆

される（ただし，三木與吉郎編（1974 : 245－249）は徳

島県編（1916 : 1867－1873）からの転載である）．

徳島県編（1916 : 1867）には，「徳島市 吉田半三郎

氏所蔵」とあり，100年前の所蔵者の名前が記されてい

る．その後，原文書の所蔵先については必ずしも明確で

はなかったとみられる．言い換えると，資料は長年所在

不明であったと思われる．

そのような状況下，近年，当該文書を含む数点の資料

が見出され，古書店を通じて当館が収蔵することとなっ

た．原文書と翻刻文とを照合した結果，若干の翻刻の誤

りや脱字があることがわかった．そのため，本稿では再

度翻刻文を載せるとともに，資料の写真を掲載すること

とした．

以下，簡単な解説を加える．

解 題

1．資料の概要

まず，資料の概要について述べる．体裁は冊子（竪帳）

で，縦 24.7 cm，横 17.4 cm，表紙と本文墨付 18丁から

なる．表紙には「藍方御取行之大綱」と 3人の藍方代官

の名前「中川泰蔵・鈴木治藤太・庄野勝次郎」が記され

ている．さらに，朱書で「明和年間」とある．

資料の年代については，本文の末尾に「寅六月十一日」

とあり，内容年代の下限は明和 7年（1770）であるとわか

る．上限については，本文 1ヵ条目の後半に「去ル戌年

七月!御取行被仰付候事」とあり，明和 3年であると考

えられる．

以上のことから，本資料は，明和 3～7年における藍

方仕法の要点を藍方代官が取りまとめ，藩ないし藩主に

報告した控え，あるいは写しであると考えられる．

なお，本資料を用いた研究に，高橋（2000）や平川（1996）

などがある．

2．資料の内容

次に，資料の内容について述べる．本文の大部分は，

阿波国名西郡高畠村の組頭庄屋小川八十左衛門による献

策と徳島藩の政策の要点が記されている．冒頭には，「藍

方御取行一巻之大綱相認，指出可申旨御申聞被成，左之

通ニ御座候」（藍に関する政策についての基本的事項を

記し，提出する旨を申し受けたため，左の通り（申し上

げる））とある．そのあと，8つの一つ書きが続き，最

後に「徳用銀」について記されている．8ヵ条の概要を

表にまとめた（次頁）．以下，8ヵ条のうち主要なもの

について，内容に立ち入って紹介する．

まず，1ヵ条目では，小川八十左衛門による阿波藍の

流通・生産に関する現状と問題点，さらに改革仕法につ

いて記される．小川の主張は，以下の通りである．すな

わち，大坂藍問屋や仲買らは道理に背いた行為をし，為

替銀などでも高利を貪り，様々な企てにより身上を潰す

者がいる．それにより，藍師たちに多くの損銀を与える
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状況が度々発生している．その結果，近年は藍師や作人

たちまでもが困窮状態に陥り，それに連動して年貢の上

納などにも差し支えが生じている．かつ，藍師や作人が

困窮すると肥料の仕入れも減少するため，藍の生産高の

低下のみならず，品質の低下を招き，より一層困難な状

況となっている，としている．その上で小川は，現状を

打破するため藩に献策を行った．徳島藩側はそれを受け

入れ，改革仕法が実施されることとなったのである．

改革仕法の内容は，徳島城下に「藍玉売買御役所」を

設け，大坂商人への販売を制限するという大胆なもので

ある．これによって大坂商人は，徳島に来なければ藍を

入手できない状況となる．一方，徳島の藍師らは，大坂

への売込費用（運賃）などを節約することができるとい

う利点があった．

続く 2ヵ条目では，藍に用いる肥料代の貸付について

記される．肥料を確保することによって藍の品質向上に

つながるとともに，藩が肥料代の貸付を行い，江戸干鰯

を支給するというものである．上記の政策を行う背景に

は，大坂商人による藍師らへの前貸金融下にある状況を

克服するというねらいがあったものと考えられる．つま

り，藍師や作人に対し，藩が主体となって資金融資・生

産支援策を実施したのである．

このような徳島藩側の政策に対し，大坂藍問屋・仲買

らは反発する（5ヵ条目）．大坂藍問屋・仲買らは，「仕

来り候商売振合違申」（これまでの商いの方法とは異な

ると申）し，大坂の紺屋商いの者も商売が手狭になり困

窮しているとして，大坂町奉行所に訴訟を起こしたので

ある．

5ヵ条目には，その対応や経過についても記されてい

る．それによれば，徳島藩大坂蔵屋敷の留守居坪内三記

之助が大坂町奉行所を訪れ，すでに詳細については幕府

に報告済みであると説明し，町奉行からは「夫々程能相

解申候」と，理解が得られたとしている．明和 4年（1767）

には，「藍方御役所」が「藍方代官」と名称を変え，そ

のことも幕府に届け出ているという．訴訟に際しては，

大坂の留守居坪内三記之助のみが対応す

るのではなく，藍方代官の中川泰蔵も時

折大坂を訪れ，留守居と相談を重ねたこ

とが記されている．

最終的に，大坂藍問屋・仲買らの主張

は退けられることとなる．この文書が記

された明和 7年時点で，「万端無支相運

ヒ居申候」と記されていることからわか

るように，小川八十左衛門の見込み通り

事が運び，大坂藍問屋や仲買らは徳島に

来て藍玉を入手したようである．要するに，徳島藩は，

藍師や作人に資金融資や生産支援策を行うとともに，販

売所を限定することで大坂への藍の供給量の制限をか

け，そのことによって，買手市場から売手市場への転換

を図り，一定の成功を収めたのである．

その他，小川八十左衛門の献策として，藍方代官所の

干鰯貸付利銀を，低利子で城下町人への家質貸しに運用

し，「市郷とも平等ニ御救」をはかる仕法（7ヵ条）や，

木綿紺染の試行（8ヵ条）などもあった（平川，1995）．

最後に，藍方仕法による結果として，「徳用銀」につ

いて記される．改革が始まった明和 3年 7月から翌年 6

月の 1年間で 420貫 400目，2年目が 767貫 500目，3

年目が 797貫 700目，3年間で合計 1985貫 600目もの

「徳用銀」，すなわち藩の収益があったことが報告されて

いる．4年目については，まだ集計が出来ていないこと

が記され，本文が終了する．

おわりに

以上，当館所蔵の阿波藍関係文書「藍方御取行之大綱」

について，簡単な解説を加えた．最後に，明和の藍方仕

法の歴史的位置と今後の課題について触れておきたい．

徳島藩 10代藩主蜂須賀重喜による宝暦・明和の改革

は，研究者の間でも評価がわかれ，失敗とも成功とも言

われる．その原因は，論者によって評価の基準が異なる

ためであり，改革を短期的に捉えた場合，江戸幕府によ

る藩主重喜の謹慎処分をもって挫折（失敗）とする考え

方がある（賀川，1992 : 32－33）．その一方で，改革を長

期的に捉えた場合，徳島藩による改革は，「大坂問屋に

大きな打撃を与えた」（新修大阪市史編纂委員会編 1990 :

632－636）とされる．つまり，明和の藍方仕法は，18世

紀における藍政策の転換点を示すものであり，改革全体

のなかでも経済・流通政策の柱であったと位置付けられ

る．

その後，19世紀にかけて「阿波藍」は全国ブランド

表 「藍方御取行之大綱」の内容

項 目

1ヵ条目 阿波藍の流通・生産に関する現状と問題点及び改革仕法について

2ヵ条目 徳島藩による藍の肥料代の貸付について

3ヵ条目 大坂問屋及び近国 7ヵ国へ移送される藍にかかる歩懸銀について

4ヵ条目 大坂及び近国 7ヵ国以外の遠国へ移送される藍にかかる歩懸銀について

5ヵ条目 葉藍一歩相（葉藍作人から徴収する口銭）について

6ヵ条目 大坂藍問屋・仲買らの主張と徳島藩側の対応について

7ヵ条目 徳島城下の町人に対する家質貸しの運用について

8ヵ条目 木綿紺染の試行について
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として成長・発展し，徳島に富をもたらすこととなる．

ただし，上記は一般的な理解・見通しに過ぎず，明和の

藍方仕法以後の動向については，さらなる検討を要する．

関連文書の翻刻とその分析が，今後の課題である．

翻 刻

（凡例）

1．資料中の文字については，旧字は新字に，異体字や

略字などは正字に改めた．ただし，地名・人名や歴

史的な用語などで一部原文の通りにしたものもある．

2．翻刻にあたり，必要に応じて読点「，」や並列点「・」

をつけた．

3．変体仮名は平仮名に改めた．ただし，助詞として使

用されている「者」（は），「江」（え・へ），「茂」（も），

「与」（と），「而」（て）はそのまま使用した．

4．編者による注記は（ ）に入れ，傍注とした．

（本文）

（表紙）
（朱書）

「「明和年間」

藍方御取行之大綱

中川泰蔵

鈴木治藤太

庄野勝次郎」

覚

藍方御取行一巻之大綱相認，指出可申旨，御申聞被成，

左之通ニ御座候
（１ヵ条目） （付箋）

一藍御取行方ニ付，発端「名西郡高畠村」小川八十左衛

門申立候趣意者，大坂藍問屋・中買共馴合，不筋之調

方仕，其上為替銀等ニも高利ヲ貪り，或ハ工ミを以自

分之身上ヲ潰シ，藍師共江夥布損銀ヲ懸ケ申義，度々

御座候，右ニ付而ハ，近年藍師・作人共迄甚困窮仕，

御年貢等も上納差支申様ニ相成，且肥シ仕入等も薄ク

候故，自然与作藍貫数無数，并性合悪布，追年下直ニ

罷成，弥困窮強罷成候，依之御国藍師共!大坂問屋江
取立候歩懸り銀，又ハ利足等減少被仰付，右問屋仕成

ニ准，藍玉売買御役所被仰付候ハヽ，御為成下御救ニ

相成可申哉，藍師・作人共手前御鍛被仰付候ハヽ，相

分り可申旨申立候ニ付，其節郡御奉行長谷川三平・津

田勘兵衛・太田三十郎江藍師・作人共手前鍛等被仰付，
（明和３年）

下一統帰服之上，去ル戌年七月!御取行被仰付候事
（２ヵ条目）

一前廉之藍方御役所成来り之通，右戌ノ夏!藍肥代とし
て銀札御貸付被仰付候ハヽ，困窮之百姓とも大ヒ之御

救ニ相成，第一藍出来宜布御座候得ハ，御為成可申哉

之旨，是又小川八十左衛門!申立，右戌夏ハ未藍方御
役所御取懸り無御座内故，銀札場!御貸付被仰付候事
但，翌亥年春，下!願出候ハ，銀札ニ而御貸付被仰
付候而ハ，極困窮之百姓共義，外入用ニ遣込，藍作

手当ニ行届不申，御救之御趣意相顕不申候間，於江

戸干鰯御仕入被仰付，干鰯を以御貸付被仰付候ハヽ，

小百姓共義，猶以厚御救ニ相成可申哉之旨，申出候

ニ付，右之段相窺候上，右亥年!関東干鰯を以，御
貸付被仰付置候事

（３ヵ条目）

一大坂問屋着ニ仕来候藍玉之分，并大坂近国七ヶ国江積

送候藍玉共，歩懸り被 召上候

藍玉代銀百目ニ付三匁五分宛，被 召上候

但，大坂問屋ニ而ハ，四匁宛取立来り候得とも，

御用捨を以，右之通ニ被仰付候

同百目ニ付四分宛，欠銀被召上候

但，此株大坂問屋成来り之通ニ御座候

同藍玉壱俵ニ付弐分宛，中仕賃被 召上候

同為替銀御貸付ニ，壱ヶ月ニ壱歩弐厘宛，利足被召

上候

但，大坂問屋ニ而ハ，右利足壱歩五厘!弐歩迄取
立来候，并霜月・極月ニ貸付候為替銀ニハ，右両

月とも，前月之利足も取立来り候得とも，右前月

とも御用捨被成，壱歩弐厘迄之利足被召上候，且

藍師共義，大坂江積送候運賃，其余諸造用相懸り

不申様ニ罷成，大ヒ之窕ニ相成候事
（４ヵ条目）

一右七ヶ国之外，遠国江藍師手玉積出来り候分，去ル酉

年積出シ高俵数ヲ，其人々元居りとして，歩懸り御免

被成候，尤新売又ハ右元居之俵数!過俵之分ニハ，七
ヶ国同断ニ歩懸り被召上候事

但，御取行，初年ハ右之通ニ被仰付置候処，右藍師

之内身上不如意ニ付，藍玉仕出シ差止メ申者有之，

又ハ元居之俵数!追而之積出減少仕候者も，端々有
之趣ニ御座候所，歩懸り為可相遁，元居無之藍師!
仕出候藍玉ヲ，元居り持仕出シ，指止メ候者江調玉

ニ仕成シ申族も御座候，并元居り持之藍師，藍玉指

止メ申，手前ニ而寝床ヲ借，右指止メ候藍師之名前

ニして，積出候義も相聞申候，右之仕合二儀ニ相立

候而ハ，御究方紛敷，其上諸国ニ而売方之義も，歩

懸り相懸と不相懸とハ，乍聊仕入銀之軽重御座候旨，

元居り持之者!紺屋共江申聞，新売之者共之藍玉売
遠相成候様ニ申成シ，新売之者共迷惑之旨ニ而，一

枚ニ元居り之分ニも歩懸り被召上度旨，新売之者共

!寝床改之庄屋共迄，申出候藍師も多ク有之趣，申
出候ニ付，其節私共得と相考候所，新売之藍玉売遠

御座候而ハ，御国之藍玉不捌ニも相響申儀ニ御座候
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ニ付，寝床改役之庄屋五人之者!，元居り持之藍師
（虫損）

共江，寄々入割申聞□□候処，帰服仕候由，申出候

ニ付，其段相窺，去ル亥年!右元居り藍玉ニも歩懸
り被召上候，併右一通りニ而ハ，兼而歩懸り不相懸

藍玉ニ，新ニ歩懸り被召上候儀故，迷惑と申者も可

有御座候得とも，御国中一統之事ニ御座候得ハ，右

歩懸り程元直段ニ相増シ，諸国紺屋共ニ売付申ニ付，

御国藍師共，指而迷惑之儀とも相聞不申義ニ御座候

事
（５ヵ条目）

一葉藍壱歩相として，藍玉壱俵ニ付四分宛，去ル亥年!
被召上候事

但，作人共手作葉藍相対売仕候節，肝煎之走り問屋，

口銭として三歩宛取立来り居申所，右口銭之義ニ付，

御為并作人共窕之品等申立，数人願紙面指出候，右

紙面ニハ走り問屋之人数相極，願人徳用之義も申出

御座候，右様ニ御座候而ハ窮屈ニ相成，売買指支可

申候，依之走り問屋之義ハ，何以造用相懸り不申，

誠骨折料之事ニ御座候得ハ，右口銭三歩之内，壱歩

ハ作人為御救減少被仰付，此後ハ弐歩宛ニ相極，此

内壱歩ハ走り問屋骨折料ニ請取，相残ル壱歩ハ被召

上候，此分下藍之直段積を以積出候藍玉，壱俵ニ付

四分宛被召上候旨，被仰付置候，此分壱歩とハ相立

居申候得とも，下藍直段積故，辻半減程ニ相当り申

義ニ御座候，尤葉藍調人，右相調候葉藍代銀百目ニ

付壱匁宛，右上銀として引取置，右四分懸り調人!
上納仕ニ付，調人之義も御救之徳用御座候，且前廉

之藍方御役所御取行之節ハ，下相対売買葉藍代ニ三

歩宛被召上候，外ニ壱歩，所役人筆紙料ニ被遣候，

都合四歩相懸り，此内弐歩宛，売人・買人!指出候
趣ニ御座候，且御調上之葉藍ニハ，売人!三歩被召
上，買人!弐歩被召上，都合五歩被召上候由ニ御座
候事

（貼紙）

「肥シ代，御貸付被仰付候由ニ御座候事

御調上之葉藍，年賦ニ御貸付被仰付候由ニ御座候事

歩懸り御取立方，本文之通ニ御座候由之事

御徳用銀，壱ヶ年ニ八拾貫目程御座候由ニ御座候事

右者前廉之藍方御取行方，件之通之由ニ御座候事 」
（６ヵ条目）

一藍方御役所御取行ニ付而ハ，大坂八軒之藍玉問屋，弐

拾四人之古中買共，仕来り候商売振合違申ニ付，彼地

紺屋職之者共迄も商売手狭ク罷成，至極困窮ニおよひ

申段，再応及 公訴申候，然とも彼者共，根元不筋ヲ

相工ミ，藍師・作人共追年困窮ニ罷成，御年貢等も未

進ニ相成，彼是指支之品も御座候義故，先達而於江戸

表 公辺御届被仰付，藍玉取捌所被仰付候委曲，且藍

玉売買場所ニ而，取引仕候歩懸り銀等取立，困窮之藍

師共江肥シ代ニ貸付候入割，彼是坪内三記之助!町御
奉行所江申演，夫々程能相解申候，尤藍玉売買之義ハ，

専御年貢方江相響候義故，去ル亥秋!藍方御代官所と
相唱候様ニ被仰付候，右取捌方之義も，猶又 公辺御

届も御座候，右夫々委曲之義ハ，先達而三記之助!指
出御座候帳面之通ニ御座候，且又右出訴一巻等之節，

中川泰蔵時々上坂被仰付，三記之助申談之上，諸事聞

合手配等仕， 公辺向御答書指上申候，畢竟問屋・中

買共も，三記之助手元迄捫塵書をも指出，其以来ハ能々

相治り，唯今ニ而者八十左衛門見込之通，追々問屋・

中買とも罷下り，藍玉相調，万端無支相運ヒ居申候事
（７ヵ条目）

一去丑三月!市中家質ニ而，御貸付銀被仰付置御座候事
但，町家家質貸之者無数，其上家買人も無数，旁以

不如意之家持とも，甚迷惑仕趣ニ相聞申ニ付，小川

八十左衛門申立候ハ，先達而藍作人共為御救，干鰯

御貸付被仰付置候御徳用銀，壱ヶ年ニ百貫目程宛御

座候，右丑ノ年!拾ヶ年之間，右御徳用銀千貫目程
ヲ下，相対貸之家質利銀!引下ケ，為御救と御貸付
被仰付候ハヽ，下融通仕，家売買直段も引上ケ，町

人共相窕， 上ニ茂拾壱ヶ年目!利銀百三拾貫目程
宛，毎年御徳用銀出来仕候，於然ハ市郷とも平等ニ

御救行届可申旨，申出候ニ付，右家質御貸付被仰付

置候事
（８ヵ条目）

一去丑秋，為御試毛綿紺染於藍方被仰付候ニ付，縁布染

出シ見申度旨，小川八十左衛門存寄申出，右染出も被

仰付，追々染させ候所，此節ニ而ハ豊後・近江・安芸

三ヶ国，名題之縁!ハ宜布出来仕候，然とも今以他国
江売出シ不申儀故，御徳用銀之員数相分り不申候得と

も，他国とハ違，藍玉根元之御国之義故，藍染之類ヒ

ニハ懸ケ合宜布，第一下直之藍玉を以染出シ申ニ付，

格別下直ニ染上り，畢竟諸国江相通り候ハヽ，藍玉同

断之御産物ニ相居り，追々大ヒニ御為出来可仕哉と奉

存候事

一銀四百弐拾貫四百目余 去ル戌七月!亥ノ
六月迄，御徳用銀

一同七百六拾七貫五百目余 同亥七月!子ノ
六月迄，御徳用銀

一同七百九拾七貫七百目余 同子七月!丑ノ
六月迄，御徳用銀

合千九百八拾五貫六百目余 三ヶ年分御徳用
銀高

但，去丑ノ七月!当閏六月迄丸壱ヶ年分，御徳用銀
ハ未相約不申候

右者藍方御取行之次第，并御徳用銀之大綱，件之通ニ御

座候，以上
（明和７年）

寅六月十一日
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付 記

本稿作成にあたり，長谷川賢二氏（徳島県立博物館）

には大変御世話になりました．厚く御礼申し上げます．
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